
株式会社ゆめの樹野上野
－ 丹波ブランド（栗、黒豆、小豆）を活用した交流 －

コミュニティ部門

地産地消

６次産業化

地元食材の提供・活用

概 要

成 果

・全国的にも珍しい自治会１００％出資の自治会法人が、「日本一
の丹波栗産地の復活」に取り組み、毎年「丹波栗まつり」を開催し
都市部の消費者との交流を推進。
・総務省の交付金を活用し地域の活動拠点「ゆめの樹館」を整備し、
丹波栗を活かした食事の提供や特産品の販売を実施。
・丹波市内の小中学校や保護者会と連携し、丹波食育講座を実施。

・荒廃農地に植栽した丹波栗の生産本数は、850本（H27）から1,050本
（R1）に増加。
・活動拠点「ゆめの樹館」の来訪者数は、1.2万人（H28）から1.6万人
（R１）に年々増加。
・黒豆、小豆、米等の栽培面積は、1㏊（H28）から10㏊（R1）に大幅に拡
大。

所在地：兵庫県丹波市

丹波の特産品を活用したゆめの樹食

き の こ の

地域の交流拠点「ゆめの樹館」

食育＆丹波の特産品を活用したお菓子作り体験


